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葉報

2001 (平成13)年4月に発足した大学院文学研究科英文学専攻博士後期課

程は今年で完成年度を迎えた。この機会にこの聞の大学院博士前期・後期課

程(英文学専攻)の経過を記録しておくことにする。本誌はタイトルが示す

ように、研究紀要であり、博士後期課程の学生および大学院担当の教員の研

究発表機関であるが、同時に、英文学専攻の大学院博士前期・後期両課程の

動向を報告する場でもある。

行事

2001年 4月 博士後期課程英文学専攻発足

平成13年度入学式(入学者:前期課程4名、後期課程4名)

2001年5月 後期課程開設記念特別公開講座

講師:喜志哲雄(京都大学名誉教授)

演題:シェイクスピア劇とシェイクスピア映画

講師:亀井俊介(東京大学名誉教授・岐阜女子大学教授)

演題:日本におけるアメリカ学事始め

2001年11月 (英文学会2001年度大会)

修士論文中間発表会

2002年3月 平成13年度学位記授与式(前期課程修了者3名)

前期課程修了者修士論文題目

末森恵子 Woman's Independence in Jane Eyre 

西川和佳子 WhereForster Feared to Tread: Some 

Modernist Aspects of Ho初αγdsEn 
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俣野智子 TheFamily Romance in Lawrence's Sons and 

Lovers and Some Other Writings of the Col-

liery Period 

京都女子大学大学院文学研究科研究紀要『英語英米文学論輯』

1号刊行

2002年 4月 平成14年度入学式(入学者:前期課程3名、後期課程2名)

2002年11月 (英文学会2002年度大会)

2002年12月 修士論文中開発表会

2003年3月 平成14年度学位記授与式(前期課程修了者2名)

前期課程修了者修士論文題目

笹田久美子 Metaphorand Metonymy: How Metaphor 

and Metonymy W ork in the Interpretation 

of Open Text 

西岡久美子 Representationand Reflection: Subjectivity 

and the Social W orld in Virginia W oolf 

京都女子大学大学院文学研究科研究紀要『英語英米文学論輯』

2号刊行

2003年4月 平成15年度入学式(入学者:前期課程1名、後期課程2名)

前期課程カリキュラム・専修免課程授業科目改訂(セメスター

制導入。高度の専門職業人養成対応の科目増設)

2003年11月 (英文学会2003年度大会)

修士論文中開発表会
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2004年3月 平成15年度学位記授与式(前期課程修了者2名)

前期課程修了者修士論文題目

浅野千晃 TheMeaning of Evil in Milton's Paradise Lost 

出口典子 TheDivided Self: The Double as Device in Ian 

McEwan's Enduring Love 

京都女子大学大学院文学研究科研究紀要『英語英米文学論輯』

3号刊行
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前期課程授業科目一覧 (2003年度)

者

有馬道子教授

有馬道子教授

辻 裕子教授

森 晴秀教授

加藤文彦教授

武田美保子教授

G.M.Hyde教授

G. C. Stroud-Drinkwater助教授

鴨川車博教授

鴨川車博教授

舟阪洋子教授

絵原美恵教授

有馬道子教授

有馬道子教授

辻 裕子教授

武田美保子教授

森晴彦教授

G. C. Stroud-Drinkwater助教授

加藤文彦教授

G. M. Hyde教授

鴨川卓博教授

鴨川卓博教授

桧原美恵教授

舟阪洋子教授

喜志哲雄講師※集中講義

武田美保子教授

有馬道子教授

加藤文彦教授

G. C. Stroud-Drinkwater助教授

当担

森 晴秀教授

鴨川車博教授

舟阪洋子教授

辻 裕子教授

間

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

後

前

前

後

前

後

前

後

前

後

学年

ヮ
“
つ
ω

つ
ム
つ
ω

つω

ワω

ワω

つμ

つ
ム
つ
中
つ
山
つ
ω

つω

つω

つ
山
つ
中
つ
臼
つ
臼
つ
山
つ
山
ワ
臼
つ
ム
つ
ω

っ
“
つ
μ

つ
臼
っ
“
つ
ω

つω

つ'μ

つω

つ
中
つ
'u

ワ山

•••••••••••••••••••••••••••••••••• 1
i
1
1
4
1
i
t
i
市

i

1
ム

1
ム

市

i
1
i
'
i
1
i
t
i
可

i

1
ム

'
i
τ
i
t
i
t
i
可

i

1

i

T

i

1
ょ

'
i
1
i
t
i
t
i
-
-
1ょ

1
i
T
i
1
i
1
i
1
i
t
i

単位数

ワhH

ワ
山
つ
ω

ワ
ム
つ
山
つ
白
ワ
ム
つ
ω

つω

つ
臼
つ
ム
つ
白
つ
山
つ
山
つ
れ
】
つ
山
つ
'
u
q
L

つ
中
つ
山
つ
ム
つ
ム
ワ
中
ヮ
“
つ
μ

っ
“
つ
ω

つ
ム
ワ
ム
つ
中
っ
“
っ
“
つ
ω

つω

週時間

ワU

つ
山
っ
“
ヮ
“
つ
臼
つ
れ
】
ワ
ω

つ
臼
つ
れ
】
つ
ω

つ
臼
つ
'u

ワu

ヮ
“
つ
ω

つ
臼
つ
，
“
ヮ
“
つ
ム
ワ
臼
つ
山
っ
'
U

ワω

ヮ
“
つ
中
ワ
臼

q
L
9
，
“
ヮ
“
ヮ
“
つ
'u

ワμ

ワu

ワU

授業科目

英語学特論 A

英語学特論 B
英文学特論 1A 

英文学特論 1B 

英文学特論 2A 

英文学特論 2B 

英文学特論 3A 

英文学特論 3B 

米文学特論 1A 

米文学特論 1B 

米文学特論 2A 

米文学特論 2B 

英語学演習 A

英語学演習 B

英文学演習 1A 

英文学演習 1B 

英文学演習 2A 

英文学演習 2B 

英文学演習 3A 

英文学演習 3B 

米文学演習 1A 

米文学演習 1B 

米文学演習 2A 

米文学演習 2B 

英米演劇特論

英米文学理論特論

文化記号論特論

英米文化特論

英語教育特論

対照言語学特論

英語文献読解演習A

英語文献読解演習B

英語表現演習 A

英語表現演習 B
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後期課程授業科目一覧 (2001'"'-'2003年度)

当者

森 晴秀教授

有馬道子教授

辻裕子教授

加藤文彦教授

G. M. Hyde教授

鴨川車博教授

舟阪洋子教授

桧原美恵教授

喜志哲雄講師

武田美保子教授

G. M. Hyde教授

G. C. Stroud.Drinkwater助教授
森 晴秀教授

有馬道子教授

辻裕子教授

加藤文彦教授

G.M.Hyde教授

鴨川卓博教授

担期間
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授業科目

文体論特殊研究

英語学特殊研究

英文学特殊研究 I

英文学特殊研究 II

英文学特殊研究III

米文学特殊研究 I

英文学特殊研究II

英文学特殊研究III

英米演劇特殊研究

英米文化特殊研究

比較文学特殊研究

英米言語思想特殊研究

研究指導
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編集後記

大学院研究紀要英文学専攻分冊 『英語英米文学論輯』 第3号が刊行され

ることになった。投稿された関係教員、大学院生に感謝する。

今年はちょうど博士後期課程の完成年度に当たっている。順調にゆけばこ

の号がでる頃には英文学専攻の第 1号の博士が誕生するはずでおあった。後期

課程修了予定者はそれぞれ懸命に課程修了に向けて努力を重ねているが、ク

リアーしなければならない論文執筆の厳しい条件があり、現在鋭意それに向

けた努力がなされている。そのことが、残念ながら、この号がかろうじて背

に誌名が入るほどのうすいものになった主たる理由である。院生諸君の一層

の努力を期待する。

本号も、創刊以来の方針に従って、すべての投稿論文を外部の権威者を含

めた査読委員による審査に付した。査読委員は次のとおりである。委員、特

に外部の両先生には、お忙しいなか慎重にご審査いただき貴重なコメントも

頂戴した。ご苦労に深〈感謝する。

亀井俊介(東京大学名誉教授・岐阜女子大学教授)

喜志哲雄(京都大学名誉教授)

森 晴秀(本学教授)

辻 裕子(本学教授)

鴨川 卓博(本学教授、大学院紀要編集連絡委員)

執筆者紹介(掲載順)

Clive Stroud-Drinkwater (本学助教授、哲学・言語哲学専攻)

末森 恵子(博士後期課程2回生、英文学専攻)

George M. Hyde (本学教授、英文学・比較文学専攻)

なお、執筆者の一人、 Stroud-Drinkwater博士は2003年12月5日心筋梗塞

のため急逝された。巻頭論文を提出された数日後であった。これが彼の最後
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の論文、絶筆となった。文学テクストを哲学、言語哲学の立場から解読する

作業を着々と進めているさなかであり、いろいろなテクストについて興味あ

る知見が披漉きれるのを期待していたので、本当に残念で、ある。R.1. P. 

04 : 03 : 15 紀要編集連絡委員
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